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環境地質本部 地質研究所

道産木質飼料の乳牛への適用拡大

成 果

期待される効果

共同研究機関：酪農試験場、帯広畜産大学、（株）エース・クリーン、松原産業（株）、雪印種苗（株）

重点研究

木質飼料により、乾乳牛の摂食量増加や体型維持が期待できる。
新規用途によりカラマツの有効利用が拡大する。

・木質飼料の適用家畜および原料樹種の拡大へのニーズ
・乾乳牛※向け繊維高含量の飼料へのニーズ

１ ２木質飼料の給与で乾乳牛の体型等が良好 原料樹種の拡大

・甘味が感じられるカラマツ飼料の新製法を開発
・実大規模で製造し給与試験実施→シラカンバと同様に、

体型や乳量等が好ましい変化

・原料入手が容易
・繊維高含量で乾乳牛に好適

有機酸
10mg

有機酸量が
10 mg/g以上で
保存性が高く、
単糖量が最大で
甘い

図2 蒸煮温度によるカラマツ含有成分の変化

木質飼料入り混合飼料を食べる乾乳牛

摂取量不足
が減少

2牧場で太り
過ぎが減少

試験牛の分娩
後の状態（乳
量、疾病、繁
殖成績等）の
多くの項目で
好ましい変化

シラカンバ飼料入り混合飼料で摂取量や体型が概ね良好な変化

図1 シラカンバ飼料給与による乾乳牛の変化

※ 乾乳牛：出産前の搾乳
休止期間にある乳牛。
産後の体調や乳量の
ために、満腹に食べ
させたいが太らせた
くない。
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問い合わせ：林産試験場 電話：0166-75-4233 (代表)

森林研究本部 林産試験場

背 景


